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　　　　　　　　　通信調査法の再評価
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　小林　隆
1．方言地理学の今日的状況
　1．1．豊富な資料への欲求一外国との比較
　1．2．『日本言語地図』の課題
　1．3．方言地理学の長所に対する注意
　　　a．調査をしなければ資料は得られない。
　　　b．狸言は私たちの調査を待って，いっまでもそこにいてくれるとは限ら
　　　　ない。＜表1＞
　　したがって，緊急に僅言収集のための調査が必要。
　1．4．通信調査法への期待と不安
2．通信調査法の検討
　2．1．何を検討するか
　　　　　回収率．回答率（偲言形，共通語形，誤答，無回答）．分布状況，回答者の
　　　　　属性，調査日数，調査費用……
　　　　検討の観点
　　　　　a．調査票の問題：形態，質問方法，回答方法，内容．分量……
　　　　　b．調査手順の問題：依頼方法，回収方法，回答者の条件……
　　　　　c．面接調査法との比較，通信調査法同士の比較
　2．2．津山調査と岡山県調査く表2＞
　2．3．回収率一どのくらい戻ってくるかく表3＞
　2．4．全体の回答率一どのくらい回答欄が埋まるかく表4＞
　2．5．但言形の回答率一求める僅言がどのくらい得られるか〈表5・6＞
　2．6．通信調査法による方言分布の概観く図1・2＞
3．結論
　　　通信調査法は，面接調査法に種々の点で及ばないものの．その限界をわき
　　まえ，工夫をほどこすことにより．今日の急速な僅言衰退の状況において，
　　方言地理学的調査の十分有効な手段となりうる。
4．今後への発展
　　　　　　　　　　　　　　一1一
　　　表1　新潟県早川谷における僅言の状況一〈おたまじゃくし〉
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　　　　　　　　　　　　（θ立圏獅究所号言・諮相・1り85，12∋ぺ）
　　　　　　　　　　表2　津山通信調査の方式
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　通信調査票（津山調査GH方式・岡山県調査のもの）
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　表3　津山通信調査の回収率　　　　表4　津山通信調査の回答率
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　　　　　　　　　　　　表5　津山通信調査の狸言形の回答率一語彙項目
略号　　　　　　｛項鵠㌶
（共）共通翻訳式　パ　　　　゜’5　　1’°（個）
（謎）謎々式　　　　AB侠’土）　　　　　・∫5
　　　　　　　　　　　　　CD（共・有）　　　　　　　　　　　　　　　　　0．64
（無）参考語形無し　　　　肝儲・幻　　　　　　　　　・．、zz
（有）参考語形有り　　　　　　　　　　　　　6H（謎・有）　　　　　　　　　　　　　　o．68
（少）項目数少　　　　　　面接誘導前　　　　　　　　　　　゜’68
（多）項目数多　　　　　　面接誘轍　　　　　　　　　　　　　　。．、e7
　　　　　　　　　　　　表6　津山通信調査の僅言形の回答率一文法項目
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　　　図1　r日本言語地図』の〈氷る（手拭）〉　　　　　　　図2　通信調査による〈氷る（手拭）〉
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